
高品質特殊鶏 「南部か しわ」の飼養管理マニュアルー放 し飼いを利用 した飼養方式―

(畜「Ft 中 小家畜部 )

背景とねらい

の作出とその特性」が採択され普及に移 しているが

営戸
、美味 しい、 母質がよい、 自然食品、 安全性の

養法の舎内平飼方式に加えた、 放 し飼い方式を飼料
い .

技術の内容                    ｀
( 1 )飼 養方法

2.

与

料

給

飼

え付～4週怜 4～14週齢 14～16週齢

電熱ドタリ‐又は力
｀
スフ■‐夕
・‐ 放し飼いく車地付) 舎内平飼い

給与飼科 I 探,F鶏用前期飼料
CP211‐出E2950kcalノ/kg

採JF鶏用後期飼料
CP14X‐問E2700kcalフ/kg

採夢F鶏用後期飼料
CP14活‐HE2700kcalン/k8

給与飼科H フ
‐
ロイラ‐用前期飼料

CP221‐HE3100kcalン/k8
フ
・
ロイラ‐用後期飼科

CP18X・ME3150kcal″/kg
フ
‐
ロイラ‐用後期仕上飼料
CP181‐ME3150kcalフイkg

給与飼科 平 均体重 飼 料摂取工 飼 料要求率

対 照 27018     814,Okg

2365      845.5

2606      750.2

注1)対照は、プロィラィ用飼料で舎内平飼である。
注2)100羽え付の16週齢時のデータである。

ア・ 1の場合、車の利用性に富むが、体童の伸むが悪く、飼料要求率も3 . 8 9と劣る。
イ.  工の場合、 事の利用性が良好で、 体重は対照に比ぺ、約 1 0 0 8 ほいが、 飼料要求率で3 . H と 0 . 1 4 改
善される。

ウ, ア . 、 イ。から、 「南部かしわ」は革の利用性が良 く、放 し飼い方式に適することがわかる。特
に増体や要求率、生体 l k g 当りの飼料貫をみると、 プロイラー用飼料 を給与 し、放 し飼い方式を
取 り入れるのが良い。

( 2 )生 産コス ト表 ( 1 0 0羽 飼養時生体 lk 8当り)

放 し飼 い方式
(1 0 0メ平)
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＞
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4 週齢 2 1 0 円/ 羽
プロイラー用後期4 8 . 3 3 円/ k g
i羽当 り20円
6 0 , 0 0 0 円 8 年 償却
2 0 , 0 1 0 円又は3 , 4 5 0 円 5 年 償却
2 5 , 0 0 0 円 1 0 年償却

合  計 292円 279円

土地代、 草代は、 ヨス ト計算に含 まれていない。
給与飼料 は、 プロィラー用飼料である。

ア、生体 l  k 8 当りの飼料貞は、放 し飼い 2 9 2 円、舎内平飼 2 7 9 円で放 し飼いが 1 3 円ヨス ト高となる。
イ、 その主な要因は、外敵対策のための金相費用である。
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3 . 指 導上 の留意点

|ら1接詣姻法岳患緩!ま
、14;警歩晋奇准挫iょ軽准tタ

チ等)への対策を厳重に行う必要がある。
ノたいo

( 3 ) 出 荷前 1週 間は、仕上げ (休薬)飼 料を給与することを厳守する。

( 4 ) 「 南部かしわ」の雛は、 当分の問畜産試験場から供給する。

( 5 ) 「 南部かしわ」は、 値段の高い特殊な肉鶏なので導入する前に、 予め出荷先を決
めてお くことが

ヤ
 必 要である。

( 6 ) 放 し飼いにより肉貿への悪影響は見 られない。

4 .関 連試験探越名

高品質特殊鶏肉の開発 く「南部か しわ」の造成試験)

5.

6.

表1

参考資料

愛知県農業総合試験場研究報告

秋田県畜産試験場研究報告

主要成果の具体的数字

拭験方法

名古屋種利用による肉用交雑試験

比内交雑鶏の増体率向上試験

区 飼寝方式

給 与 飼 料
0～4週齢   4～ 16週齢 羽敗

1

谷内平飼

CP21‐ME2950 CP14‐ME2700

2 CP22‐HE3100 CP18‐HE3150

3

放し飼い

CP22‐HE2950 CP14‐HE2700 100

4 CP22‐HE3100 CP18‐HE3150 100

注1)0～4週齢までは全区とも電熱パタリーで育既し、
4週齢以降舎内平飼と放し,3いの飼養方式をとった。

注2)1‐3区の飼料は探卯津用前期及び後期飼料で
2,4区の飼料はアロイラー用前期及び後期飼料である.

表4 飼 料貴 (車の分は含ます)

表2 体重の推移 くな.♀の平均体重)

2 W  4 V  S W   8 W  10 V  12 W  i4 W  16 W

２３５５

２７００

２３６４

２６０５

仰

弱

６６

鍋

‐９

２３

２０

２３

１

２

３

４

143  372 590

154  426  751

139  371  636

156  393 721

904  1262  1727

117i  1586  2028

972  1319  1759

1118  1525  1952

表3 飼 料摂取量 く1日1羽当り)

0・2W  2‐4W  4‐6W  S‐8W  8‐10V  10‐12V  12・14W  i4‐16V

１

２

３

４

12.3  30。2

11.1  33.1

11.7 30。7

12.0  29.5

56.4 ‐73.2  93.6
53.4  71.7  84.8

55.7  72.0  88:0

50.2  66.8  73.9

102.3   136.9   158.1

99。2   138.4   119.8

98.8   113.0   139.1

85.9   126.2    99.o

育成率(%)全 体重量くkg)
全A可科擬取量くk8) 飼 科寅く円)生 体lkg当り飼科貫
0‐16W   4‐16W    O‐16W  4‐16W    O‐16W   4‐16W

４‐
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３
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１

２

３

４

9 8 , 0

9 4 . 0

9 1 , 0

95.0

231.40

250.82

217.39

241.43

180     161

159     142

169     149

152     135

9G2.95  885,60

814.00  738,95

845。45  769。65

750.15  675,35

表5 解 体及び肉貿調査 (16週齢崎)

(テクスチャ̀)

性 精 肉歩留(対生体)(対 層体) 硬 さ 凝 集性 付着性 弾力性 ガ ム性 EEし ゃく性
(色 調)
しく明度)a(赤 色度)b(責 色度)

む

♀

6

早

6

早

6

♀

37.7 X

38.9

37.8

38,3

37.3

37.1

37.3

38.0

0。49    0,76

0。50    0。70

0.53   0,74

0。49   0。78

0.44    0.68

0,37    0.9o

O.43    0。95

0,50    o。85

1.53    1.43

1.58    1.44

1.63    1.55

1.38    1.49

1,50    1,28

1.43    1.00

1.40    1.59

1.60    1.29

40。4 X    2.96

41.9     2.88

39.6      2.94

41.0      3.03

40,0      2.88

39.4      2.76

39.9      3.67

40.8      2.62

2 . 1 8

2.26

2 . 5 1

2 . 1 1

1,89

1.42

2.25

2 . 0 9

47.78

46.67

49,75

42.5S

47.47

45,47

45,63

44.33

7,79

7.48

7.56

6 . 7 7

6.64

6.85

8.68

7.53

6.84

7.32

6 . 1 9

7.58

6.36

7.62

7.24

8.83

注)テ クスチャー ・色調に用いたサンブルは胸肉である。
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